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■建築
　若く優秀な構造エンジニアとの出会いは心嬉しい。
1987年生まれ36歳の福島佳浩さんは，じわっと光を
放っている。2018年に博士課程を修了して，特任研
究員を経て腰原幹雄教授のもとで現職。東京大学生
産技術研究所助教で工学博士である。福島さんがも
のづくりに興味を覚えた底辺には，父方の祖父がも
のづくりが好きだったことがある。人間国宝の彫金
家，増田三男が教師をしていたことがある浦和高校
では，選択科目の工芸で箱をつくった体験も大きい。
しかし，東京大学2年生での進学振り分け時，航空宇
宙工学科か建築学科でまだ迷っていたという。建築
に進むきっかけとなった音響工学の坂本研究室の体
験ゼミに参加したのは，埼玉県立浦和高校時代から
続けていた合唱があったから興味が湧いたのだった。
■構造家・佐藤淳
　福島さんは，数学的には航空宇宙工学より構造設
計はあまり難しくないと感じたという。そのころ，
非常勤講師として，構造家の佐藤淳さんが来た。佐
藤さんの構造デザインに関してのコメントが好きに
なって建築構造に惹かれていく。佐藤さんに自分の
想いや迷いを率直に話すと「バイトに来
たらいいやんか」といってくれた。建築
家の石上純也さんのヴェネチア・ビエン
ナーレの展示作品の模型をつくったが，
結果的に卒論はその構造に関する実験を
まとめたものだった。
　修士から博士へ進むか悩んだ
ときにも佐藤さんに相談すると，
まず実務をしてからの方が選択
肢が広がるのではないかと意見
をもらい，佐藤淳構造設計事務
所に就職したのだった。4年半

くらいは構造設計に打ち込みその後大学に戻って博
士号を取得したのでした。16歳年上の佐藤さんの
圧倒的なバイタリティとキラリと光る才能はどれほ
ど福島さんに影響を与えたのが計り知れない。計算
機を傍に打合せでおよその計算をする佐藤流も会得
している。構造家の荒木美香さん，三原悠子さんと
は事務所で出会い構造設計事務の「Graph Studio」
を立ち上げて三人で協働している。それぞれが単独
で設計するときもあり，組んで受けるプロポーザル
もある。
■ジャイロイド
　鋼構造を専門にする福島さんは，最近は伝統木造
の改修設計に興味をもっている。木質材料の研究を
行って注目を集めている腰原教授の研究室にいるこ
とや同じ東京大学で木質構造の構造，構法を研究し
ている藤田香織教授との交流もあるからです。伝統
木造の梁どうしの交差部にセル構造の一種であるジ
ャイロイドを使う斬新な方法に取り組む。既存建物
では構造の全部がコントロールできないことから，補
強材としてジャイロイドを制作して使えないか。木材
もセル構造の一種であるから共通のマテリアルで使
えるだろうと予測している。
　現在，山形で130年前の木造住宅で試験的に使っ
ているのだとか。3Dプリンタでつくり，見せる補強
材である。科研テーマはその材質を何にするか，比
重は施工性を考えて木材と同じがいいだろうとか，
積層造形法だと割裂破壊するとか，研究としての面
白さを澱みなく語る福島さんなのです。
　大学での学究生活を続ける，民間あるいはアトリ

エ構造家として成す，海外大学への進出
と，先人の実績を見れば何通りの道が見
えている。大学にいることでのメリット
は，民間として働くより確実に新しいも
のにアクセスできることにあると感じる
ているとか。例えば，最新の3Dプリン

タや加速度センサなど。知識
と天性の頭の回転を言葉で表
せる福島さんは継続して猛烈
に読書をしているとか。分野
を問わず興味あるものに没頭
できるのも天賦の才か。
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縁あって，沖縄県南城市に通っている。きっかけ
は「STUDIO COCHI ARCHITECTS」 を 主 宰 す る
五十嵐敏恭さんが設計した南城市のゲストハウス

「mui」を知ったことである。写真を眺めながら，こ
の素晴らしい空間を体験したいと思いつつも，日々
忙しく，なかなか叶わなかった。なんとか時間をつく
って泊まりたいと思い続けていたある日，思い立って
突然電話したところ，ちょうど都合のよい日に部屋が
空いていたので，ちょっとした仕事の隙間に無理や
り沖縄旅を詰め込んだのである。「出張」ではなく

「旅」ということが大事である。仕事に追われ，東京
と大阪，日立市を行き来する日常から抜け出した沖
縄の日差しは，すべてのものを強く照らしていた。

このゲストハウス「mui」ついては，多くの雑誌や
媒体で紹介されているので割愛するが， コンパクトな
4部屋のホテルである。沖縄という地域が対峙する厳
しい気候に立ち向かうコンクリートのボリュームによ
って各ゲストルームは独立しており，建物の中心に
はベンチと炉が設けられており，外部と一体となっ
たテラス空間は，このホテルに集まるゲスト達が自
然と集まって語らいを始める場ともなっている。
⦿「集約」という利便性によって喪失するもの

muiに泊まって二泊目の夜，オーナーの西悠太さ
んと会話する中で，筆者が設計事務所を経営してい
る話になり，そのまま建築や都市談義となった。そ
こで，自身がホテルを開業するにあたり，その設計
を五十嵐さんに頼んだこの若きオーナーから，地域
の行末を憂いている想いを聞き，また，そのディス
カッションに五十嵐さんも合流したこともあって，
南城市やそこに住む住民達が抱える「問題意識」の
共有が始まった。

聞くところによると，南城市は那覇市との程よい
距離感，そして自然豊かな東側の魅力も相まって，

沖縄県の経済中心である那覇市のベッドタウンとし
て成立しており，特に大きな問題を抱えているよう
には見えない。ただ，もともと四つの自治体が合併
したこともあり， 各地域にあった図書スペースや公
民館などは市の中心部に集約されようとしている。
市は，さらなる発展を目指して集約地に巨大な商業
施設の誘致も進めることで，那覇市との物理的な近
さという利点を最大限に活用し，人口の安定化を計
っていきたいということであろう。

一方，昔からこの地域に住む住民にとっては，新
しく計画されようとしている各建物に足を運びさえ
すれば，今までより充実した公共サービスが提供さ
れることは自明でも，しかしその「足」が大きな問
題となる。市内を循環するバスがあるが，その乗車
費は住民には大きな負担となる。また地域ごとにも
っていた公民館機能の喪失は，沖縄特有の，人と人
とのつながりの強さを希薄化するものとして，大き
な影響を及ぼしている。集約して便利になれど，便
利になることで失っていく「地域の相互補助」や

「人と人との関係」もあるのだ。ここには，南城市
西側地域の利便性に対して，東側地域の豊かな自然
などの，社会資本の質の違いも大きく影響している
といえよう。

筆者は公共建築設計を主たる設計業務として，自
身の設計活動を行っているが，すでにそのほとんど
はおおよその枠組みが決まった状態で始まるものが
多く，上記のような事象の検証からスタートするこ
とは皆無である。しかし実際に求められている公共
性とは，実は建物の在り方を論じるところから始ま
っているはずである。muiでのディスカッションに
その本質を見て，すぐそこにまで「まちづくりの始
まり方，始め方」を論じる時代が来ていると， 筆者
は強く思うのである。 （えんどう　かつひこ）
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まちづくりの始まり方

「mui」　設計：五十嵐敏恭，撮影：神宮巨樹


